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はじめに

本調査報告書は平成16年3月6日より16日までの11日間に、パキスタン・イスラム共和

国における北西辺境州女性起業家育成計画のフォローアップ調査について取りまとめたも

のである。調査の取りまとめにあたっては、当初想定されていた担当機関である「野菜果

樹開発ボード」が解体されていたこと、女性支援のみを対象とした計画に比べ女性支援を

農村・農民の生活向上プロジェクトの中に位置付けた複合的な計画の方がより大きな効果

が期待できることなどから、計画内容の見直しを行うとともに計画名称を「北西辺境州農

業支援センター強化計画（農村女性活動支援）」に変更したものである。

本調査では調査対象地域を所轄する農業機関である北西辺境州食料・畜産・組合局の他、食

料・農業・畜産省、女性開発・社会福祉・特殊教育省、経済・統計省等と協議を行い、協力の対

象となる北西辺境州農村部の現地踏査や中央・地方レベルでの情報収集を行った。

パキスタン国においては貧困率が30％を越えており（99－00年）貧困の削減は同国の重大

な課題の一つである。パキスタン政府はその貧困削減戦略ペーパーの中で2015年までに貧

困率を16％に抑えるとともに、ジェンダー間格差の是正等、様々な目標を定めている。同

国の貧困は特に地方部において顕著でありること、なかでも北西辺境州の地方部が特に高

い貧困率を示していることを考慮すると、北西辺境州の農村部における早急な対策が必要

であることは明らかである。また、パキスタン国の文化・社会的背景に起因するジェンダー

較差は貧困地域において特に大きな影響を与えるものであり、貧困の改善を目指すにあた

って、改善のための取り組みは不可欠である。男性の都市部への出稼ぎが多く見られる農

村部において、今日、女性は農村部における生産活動に不可欠な存在であり、農村女性は

貧困削減のための主要なアクターとなり得るものである。

このような状況で日本の農業普及や生産に係る集団活動の経験を生かした支援を行い、農

民の生活の向上、延いてはパキスタン国の貧困削減の一助となることを願うものである。

最後に、本調査の実施にあたり、在パキスタン国日本大使館、国際協力事業団パキスタン

事務所、および北西辺境州食料・農業・組合局地、パキスタン国政府関係諸機関の方々に多

大なご協力、ご助言をいただいた。ここに深甚なる謝意を表する次第である。

平成16年3月

パキスタン・イスラム共和国

プロジェクトファインディング調査

小沢　軍次郎



調査対象地域位置図



北西辺境州農業支援センター強化計画（農村女性支援）　現場写真（1／5）

本事其のカウンターパート機関として想定される北西辺境州農業・畜産・組合局との協議風景（左）、および同州における女性支援

の担当機関に当たるザカート・ウシュル・社会福祉局職長との協強風景（右）。現在、農業・畜産・組合局においては局長の主導のも

と農業普及に力を入れており、農業支援センターについても積極的な活動展開を考えている。ザカートウシュル・社会福祉局職員

については本計画の直接のカウンターパートとしては想定されないが、現場レベルでの積極的な調整・協働が必要である。

イスラマバード食料・農業・畜産省本部（左）および同省職員との協漣風景（右）。パキスタン国では地方分権化が進む中、農業

プロジェクトについても地方レベルのものは地方政府が担当することになっている。中央省庁である食料・農業・畜産省は主に全

国規模のプロジェクトや州をまたがるものについて担当するとともに州政府の関連機関に対する助言・支壕を行う。

イスラマバード女性開発・社会福祉・特殊教育省本部（左）および同省職員との協議風景（右）。同省は本計画の実施機蘭となる

ものではないが、同省による女性開発事業は主に都市部や近郊で行われているため農村女性を対象とした事業に対して興味を

示していた。



北西辺境州農業支援センター強化計画（農村女性支援）　現場写真（2／5）



北西辺境州農業支援センター強化計画（農村女性支援）　現場写真（3／5）

北西辺境州の州都であるペシャワールの店舗（上）。農作業自体には女性が多く進出しているが、マーケットなどに出かけて農産物

を売買するのはまだ一般に男性の仕事である。／小売業においてまだ女性の活躍は少ないが、州都ペシャワールの日曜市においては

いくらか女性の進出が見られた。



北西辺境州農業支援センター強化計画（農村女性支援）　現場写真（4／5）

北西辺境州南部のL出血iM打aWat郡の権漑用水路（左）と圃場風景（右）。港漑用水路には現在水が来ておらず、年に何度かの

洪水を利用した港漑を行っているため、収穫量が毎年の気象に大きく左右される。

L出血iMarawat都と現地ⅣGOの共同により設置された潅漑井戸施設（左）。同施設を利用して点滴港漑を利用したモデル圃場

の整備が計画されている（右）

L血M8raVat郡をはじめ北西辺境州南部では畑地への塩

類集積も多く見られ、水の適正管理に関する技術普及も課居

である．

LdddMarawat郡農業・畜産普及職員および現地ⅣGOと

の協議風景。パキスタンにおいては多くのNGOが活動を

行っている。



北西辺境州農業支援センター強化計画（農村女性支援）　現場写真（5／5）

畜産に関する技術普及を行っているペシャワール畜産訓練機関（右）

現場レベルでの畜産技術普及支壌を行っている同機関女性スタッフを

交えた協議風景（下）。女性スタッフからは農民の技術レペ／レとニーズ

に合った技術普及の重要性が強く主張された。

ペシャワール畜産訓練機関スタッフ（右）

現在はⅣGOを介して地域の畜産普及の要とな

る農民リーダーを育成するための技術訓練を多

く行っている。

ペシャワール畜産訓練機関の女性スタッフによる普及活動風景（左下および右下）
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1．　　パキスタン・イスラム共和国の概況

1．1　　一般概況

パキスタン・イスラム共和国（以下、パキス

タンと称す）は79．6万km2の国土面積（日

本の約2．2倍）を有し、中近東と南アジアを

結ぶ位置にある。国土の中央をインダス河が

流れ、北辺はヒマラヤ山系が連なり、国の南

端近くは北回帰線が走っている。インダス河

はパンジャブ州と北西辺境州との州境とな

っており、西部にはブラ一山脈とパルチスタ

ン高原があり、南東部や南西部では砂漠地帯

を有する。年平均降水量は南部で100～

400mm、北部で500～1000mm程度であり、

比較的小雨量地域であるといえる。平野部の気温は夏に40℃を超えるが、冬には南部で15℃、

北部で5℃程度である。

パキスタンではインダス文明が生まれ、大乗仏教の源であるガンダーラ文化が栄えた歴史

を持っている。16世紀以降200年にわたったムガール帝国はセポイの反乱後崩壊し、1876

年イギリスがインド・パキスタン亜大陸を支配するに至った。その後、ヒンズーとイスラ

ムの対立が深まり、1940年にイスラムによるパキスタンの独立が達成された。1971年、東

パキスタンは政治と経済格差を原因としてバングラデイシュとなり、西パキスタンがパキ

スタンとして残った。1998年の人口センサスによれば人口は約1．3億人で年率2．6％の人口

増加率を有する。国民の97％は国教であるイスラム教徒で占められている。

行政組織はパンジャブ州、シンド州、パルチスタン州、北西辺境州の4州からなる連邦共

和制であり、連邦に大統領・首相がおり、各州政府に議会がある。1999年に行政長官に就

任した現パルヴェーズ・ムシヤラフ大統領は経済自由化や地方分権を始め民主化の名のも

とで様々な改革の実施を目指しているが、一方で、国軍の国政介入権の恒久化を進めてい

るとの見方もあり、宗教によるテロや部族自治区問題等も含め、未だ不安定要因が多く存

在しているという現状態である。

同国の主要産業は農業（綿花、小麦、コメ、サトウキビ）と軽工業（綿紡績、皮革、カー

ペット）で、GDPは農林水産業24．7％、鉱工業18．2％、流通15．3％、運輸・通信10．3％、

建設業3．4％となっている（2000／01）。GNP（名目）は8，468億ルピー（約USD14．7億）で、

一人あたり国民所得はUSD492である（2002－03速報値）。パキスタンの貿易収支では2002－3



年で、輸出5，609億ルピー（約USD96億）、輸入6，346億ルピー（約USDlO8億）で約737

億ルピー（約USD12億）のマイナスとなっている。貿易相手国では、主要な輸出相手国は

米国、ドバイ、英国、ドイツ、中国（香港を含む）、サウジアラビアで、輸入相手国はサウ

ジアラビア、ドバイ、中国（香港を含む）、クウェイト、日本、米国である。主要な輸出品

目は綿花関連製品、皮革製品、合成繊維衣料品、米などで、輸入は石油製品、機械類、化

学品、鉄鋼、食用油などを主としている。対日貿易は毎年輸入超過となっており、2002＿3

年では輸出83億ルピー（約USDl．4億）に対し、輸入は470億ルピー（約USD8億）とな

っている。

1．2　　農業概況

農業はパキスタン経済において最も重要な位置を占めている。すなわち、農業生産高はGDP

の25％（2000年）を占め、人口の64％（2001年）が農村に居住している。また、2001年

度において農業労働人口は全就業人口4，300万人の中で、42％（女性については65％）を占

めている。主要作物は小麦、綿花、コメ、サトウキビであり、2002年の生産高は小麦19，183

千トン、綿花l，804千トン、コメ4，479千トン、サトウキビ52，056千トンとなっている。

農業部門は政府の長期計画でも重要視されている。ただし、独立間もない頃には、工業化

政策が進められたため、農業は一時的に停滞していたこともあった。1960年代になると農

業部門の成長を促進する計画が行われ、インダス平野開発事業、塩分除去対策、農地開発

事業等の大規模プロジェクトが実施され、土地改革も行われた。この結果、1961年から1965

年までの農業部門の成長率は年率3．2％に達した。さらに小麦・コメの高収量品種の導入が

これを加速した。以降、農業は安定的に成長を続けるが、2000年には深刻な早魅害により

マイナス成長を記録している。

パキスタンにおいては英鏡時代から積極的に潅漑開発が進められてきており、同国の農業

は現在も潅漑に大きく依存している。国土全面積7，961万haのうち、2001年において2，227

万ha（国土面積の28％）が耕地となっており、さらにそのうち1，804万ha（国土面積の23％、

耕地面積の81％）が潅漑されている。潅漑施設の大部分は英額時代に開発されたパンジャ

ブ州とシンド州に分布している。インダス平野の潅漑網は国の耕地面積の2／3をカバーし

ており、世界最大の潅漑網であるとともに、この国の穀倉地帯となっている。2001年度に

おける主要な作物の生産量は小麦18百万トン、コメ3．8百万トン、メイズ1．6百万トン、

綿花l．8百万トンであった。これらを含め、農業生産量は総じてこの10年で増加している

が、農業生産性は近隣諸国に比べても低い水準である。パキスタン国内においても農作物

の生産性は地域ごとに大きく異なり、小麦についてはパンジャブ及びシンド州、コメでは

パルチスタン州、メイズはパンジャブ州が相対的に見て高い収量を示している。北西辺境

州においてはコメ、メイズ、大麦、についてはパキスタンの平均的な収量に近い値が見ら
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れるが、作付面積が最も多い小麦の収量は全国平均の約半分にしか満たない。

パキスタンの主要農産物の生産状況
作付面 （千ha）　収量（kg／ha）　　生 量（千t）
1992－93　　200ト02　1992－93　　2001－02　1992－93　　200ト02
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出展 PakistanStatisticalYearBook2003，FederaIBureauofStatistics，March2003

周辺諸国との農業生産性の比較（2001年）

（単位：∽la）
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主要作物の生産性（州別、2001年）
（単位：∽1a）
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PakistanStatisticalYearBook2003，FederalBureauofStatistics，March2003

1．3　　開発計画・政策

（l）10ケ年展望開発計画

パキスタンにおいては貧困削減と経済成長を柱とした同国の経済的発展を目指すべく2001

年から2011年の10カ年展望開発計画（10YearsProspectiveDevelopmentPlan200l－2011）お

よびその行動戦略を示す3カ年開発プログラムを策定している。同計画の主要な目的は以

下に示すとおりである。

GDPの成長を促進し、失業率を低下させるとともに貧困を緩和する

成長に必要な財源をパキスタンの持つ資源から確保する
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国内借款を抑制するための政府財政収支の構造改善

外国からの借款を抑制するための輸出を通した民間セクターの外貨蓄財の増加

生産性、効率性、品質向上の推進による競争力の強化

長期的・自立的な成長の基盤となる人的資本の形成

持続的成長を可能にする社会資本の制度化

10カ年展望開発計画（2001－2011）要約表

目的 目的達成のため の手段 目標値 変数

2001　 2004　　 2 01l

早急な所得向 上 投資割 合を G D P の 2 0．6％ とす 24 ．2　　 26．2　　 34．5 一 人あた り所得 （R s．1000、恒常

る、開放経済 、教育 を通 した人 価格）

間開発 、保健 、栄養 、科学技術

能力 の強化 、情報技術能 力およ

ぴイ ンフラの強化 、天然 ガスお

よび 良質 な 石炭 の 使用 を基本

とす るエネル ギー 政策の実施

2．17　 1．g2　　 Ⅰ．6 年 間人 口増加 率

食料貧 困の撲滅 農業 、水、排水 （水／塩水）、収 30　　　 2 5　　　 15 一 日の食 物摂取量 が基礎 的所要

人格差削減 のための成果 共有、 量で ある 2 ，150k cal／日に満 たな い

エ ネル ギ ー確 保 ・公 共事 業 リト

規模金融

人 口の割合 （％）

人間 貧困 （基 礎的必 教育、保健、栄養 、科学技 術、 44　　　 3 5　　　 25 人間貧困指数 （％）

要、機 会、技 量） の 情報技術、地方イ ンフラ、収入 63　　 （i4　　 69．2 平均余命 （年）

顕著な削減 格差削減のた めの成果共有 、社 45　　　 2 5　　　　 0 保健 サー ビスへ のア クセ スのな
会的安全網、年金 ・小規模金融 い人 口 （％）

成人識字率 100％ 教育、情報技術 （遠隔地教育）、 52　　　 6 1　　　 78 成人識字率 （％）

大学前教育の普遍化 教員 ・学校 ・教員訓練 の拡充 39　　　 4 7　　　 67 女性識字率 （％）

S3　　　 94　　 104 初等教育就学率 （％）

57　　 （沌　　　 97 基礎教育就学率 （％）

35　　　 45　　　 79 中等教育就学率 （％）

5 歳未 満の児 童の栄 コ ミ ュニテ ィー の参 加 に よる 39　　　 35　　　 2 0 5 歳 未満児童の栄養不良 （％）

養不良 の撲滅 特定 対 象へ の食料 分 配 プ ログ
90　　　 65　　　 30 幼 児死亡率 （1000 人当た り）

ラム、N G O 、教 師一親の接点を

利用 した啓発活動
400 300 180

25　 20 12

母 親死亡率

（出産 10 0，000 件 当た り）

未熟 児出産割合 （％）

全て の国民 のための 水供給 システムヘの投資、排出 63　　 （i8　　　 84 安 全な水 への アクセ ス可 能人 口

清潔な水 規 制法の徹底、規制 法のモニタ

リング およ び徹 底 の ため の 行

政能力の向上

（％）

全ての 国民の ための ホッ トスポ ッ トにおける SO 2、 50　　　 40　　　 20 清 潔な空 気へ のアクセス がな い

清潔な空気 N O x、P M 】。の排 出に関す る法規

制とそ の徹 底 のため の緊急 10

ケ年計画、天然 ガスお よび良質

な石 炭 を用 い るエ ネル ギ ー 政

策

人 口 （％）

法制度 の徹底 公 共サー ビス改革、司法制度 改 20　　　 50　　　 70 改革 の主流化の度合 い（各 プログ

革 、警察機構改 革、地方分権化

の実施 、教育

ラム の実施状況） （％）

パキス タ ンの科学 力 科 学技 術 開発 のた め の緊急 計 116 2 15 10 15

0 ．2 0．4 1．2

人 口百万 あた りの科 学者お よぴ

の強化 画 技術者の数 （人）

上記 と並 行 して研 究 開発 へ の G D P に対する研究開発予算の割

投資 の増加 合 （％）

人間開発指数 上 記事 項 のパ ッケー ジ と して 135　　 12 0　　　 90 国連 の定め る人間開発 指数 の臓

の効果的な実施 位 （位）

出展：TtnYearPerspectiveDevelopmentPlan2001－11，GovemmentofPakistanPlanningCommission，Sep，2001
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（2）農業開発

農業分野はGDPの約1／4を占め、労働人口のおよそ4割を要するパキスタンの基幹産業で

ある。現在、パキスタンの農業を取り巻く状況に対し、前述の10カ年展望開発計画におい

て、（i）農産品の自給の達成、（ii）食糧安全保障の確保、（iii）高付加価値作物の生産の推進によ

る輸出への方向付け、（iv）茶葉、蓄乳および乳製品の増産による輸入代替の推進、（V）作物、

畜産、漁業の生産性と経営管理の改善、を目標としている。また、これらの目標を達成す

るための戦略として以下を設定している。

水要求量が少ない作物および高付加価値作物への転換、郡レベルにおける生産性向上

のための施策

茶葉、油糧作物、蓄乳の生産による輸入代替

高付加価値作物、野菜・果樹の生産・輸出推進

科学的知見に基づく営農管理技術の開発を通した漁業産品を含む農畜産物の生産性の

向上

流通インフラの改善

研究・訓練・普及に係る農業組織強化と組織間の関係・連携強化

特に小中農を対象とした農業金融の利用可能性の確保

農業投入材の効率向上および農民がそれを必要とする時期における入手可能性の確保

指示価格をとおしたインセンチブによる農民の収入の向上

天水農業地域、河川周辺地域、山間地域の開発

10カ年展望開発計画（2001－2011）の農業分野における目標値
単位：千トン

項目　　　　　基 値　　　　　目 値　　　　　目 値
2000－2001　　　　2003－2004　　　　　　2011

穀

換金作物
豆類
油糧作物
野菜
果樹
‾‾‾音質

蓄肉

25，724　　　　　29，909　　　　　40，100

45，531　　　　　50，153　　　　　63，608

768　　　　　　l，251　　　　　1，530

4，726　　　　　　6，439　　　　　10，345

6，723　　　　　　8，75（i　　　　15，676

5，991　　　　　　9，462　　　　　10，582

26，2S4　　　　　　29，566　　　　　35，857

2，018　　　　　　2，273　　　　　　2，991

704　　　　　　　999　　　　　1，516

出展：TtnYearPerspectiveDeve）opmentPlan2001－1l，Govemment
OfPakistanPlanningCommission，Sep．2001

1．4　　貧困問題

貧困はパキスタンの抱える重大な問題のひとつであり、前述の10カ年展望開発計画におい

てもその目的の多くが貧困問題を視野に入れたものである。貧困ラインを2350kcal／目を摂

取するための収入を得られない状態とするとパキスタンの貧困層は1986－87年においては

29．1％であったものが2000イ‖年においては32．1％と、GNPの成長にもかかわらず増加傾向
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にある。また国際協力機構の国別貧困情報によれば1999－2000年においては同国の貧困人口

は推定4400万人おり、同問題の解決は急務である。多くの国々同様、パキスタンにおいて

も貧困は農業を主な生業としている地方部においてより深刻な状態であり、この傾向は近

年になってより顕著になっている。地域別に見ると、1998－90年では連邦直轄部族地域

（MÅ）および北西辺境州において高い貧困率が見られる。なお、1993年に実施された

HouseholdIncomeandExpenditureSurveyではパルチスタン州の地方部においても北西辺境

州と同程度の高い貧困率が見られており、注意が必要である。

都市・地方別の貧困率
単位：％

1986－87　19S7－88　1990－911992－93　1993－94　1996－97　1998－99　2000＿01

全国　　　　　　　29．1　　29．2　　　2（i，1　　2（i．8　　　28．7　　　29．8　　　30．6　　　32．1

都市部　　　　　　29．g　　30．3　　　26．6　　28．3　　26．9　　22．6　　20．9

地方部　　　　　　28．2　　　29．3　　　25．2　　　24．6　　　25．4　　　33．1　　34．7

出展：PovertyReductionStrategyPaper，GovemmentofPakistan，Dec．2003

州別貧困率（19，8－90）

単位：％

都市部　　　地方部

パンジャブ州

シンド州

北西辺境州
パルチスタン州

26．5　　　　　32．5

19．0　　　　　29．2

31．2　　　　　44．3

28，4　　　　　24．6

アザド・ジャム／カシミール　　　14．5　　　15．6

北方地域　　　　　　　　　　　　　22．6　　　　3（i．5

連邦直轄部族地域　　　　　　　　　　　　　　　44．5

出展：PovertyReductionStrategyPaper，GovernmentofPakistan，
Dec．2003

1．5　　　ジェンダー

近年、パキスタンにおいては国家政策の下、ジェンダー格差の是正のための取り組みが行

われている。1998年には優先的課題とそれに対する開発目標や関係機関、目標達成のため

の財政措置などを明示した「国家女性行動計画」（NationalActionPlanforWomen）が策定さ

れており、また2002年には現・ムシヤラフ政権下でジェンダー格差の解消を目的とした政

府の行動のフレームワークを明示した「女性の開発・エンパワーメントのための国家政策」

（NationalPolicyforDevelopmentandEmpowermentOfWomen）が策定され活動の更なる促

進を目指している。国家女性行動計画においてはパキスタンにおける女性開発の方向性と

して女性の社会的強化、経済的強化、政治的強化の3つが示されており、それぞれの方向

性において個々のテーマが示されている。各取り組みの成果は「国家女性行動計画実施マ

トリクス」として公開されている。現時点においてパキスタンにおける女性開発への取り
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組みは特に都市部では一部成果を達成しているが、地方部においては依然として伝統的・宗

教的価値観が根強く、大きなジェンダー格差が存在している。

人間開発指標のジェンダー格差（2000－01年）

成人識字率（％）　　　就学率（／j、学校以上、％）　　　　平均余命
男性　　　　女性　　　　男性　　　　女性　　　　男性　　　　女性

全国　　　　　　60　　　　　34　　　　　49　　　　　27　　　　　64　　　　　66

Pul扇め　　　　　59　　　　　38　　　　　49　　　　　31

Sindh　　　　　　（；4　　　　　　　36　　　　　　　51　　　　　　26

NW下P　　　　　　（iO　　　　　　　21　　　　　　　47　　　　　　　16

Baluchistan　　　　53　　　　　　　16　　　　　　　41　　　　　　11

出展：Pove托yReductionStrategyPaper，GovernmentOfPakistan，Dec．2003

1．6　　我が国の開発協力実施状況

我が国は1990－2000年までの間、対パキスタン最大の二国間政府開発援助ODA供与国と

なっていたが、2001年に米国ODA供与額が前年比10倍に急拡大した後は2位になってい

る。2001年度までの協力の累計実績は技術協力で279億円、無償資金協力で1，753億円に

達している。セクター別に見ると農水分野に33％、上下水道に15％が充てられており、続

いて保健医療および道路に各13％、教育に12％となっている。地域的にはパンジャブ州が

全体の24％を占め、続いて、北西辺境州（21％）、イスラマバード市（20％）、パルチスタ

ン州（12％）となっている。また、この他に全国を対象としたものが全体の21％を占めて

いる。

独立行政法人国際協力機構においてはパキスタンに対する中長期的援助の方向性を示すこ

とを目的として2003年日月にパキスタン国別援助研究会報告書（国際協力総合研修所）を

纏めており、このなかでパキスタンへの開発援助について①パキスタンの安定発展の地政

学的重要性、②国家の不安定化が世界に及ぼし得る安全保障の問題、③根強い親日感情を

持つ穏健なムスリム国家との友好関係の重要性、④国際公共財であるODAの提供は国際社

会の一員としての日本の責務である、との観点からその重要性を説いている。同報告書に

おいてはパキスタンの目指す開発の方向性である人間開発、経済開発、地域開発の3つの

方向性に沿って各セクターごとに日本としての今後のパキスタンへの援助の方向性につい

て提言を行っており、農業セクターにおいては以下の5つの点について提言を行っている。

（i）農業政策の立案・実施能力の強化

（ii）農業生産性の向上

（iii）コミュニティー・行政との連携

（iv）市場アクセスの改善

（V）林・水産業振興
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2　　　北西辺境州農業支援センター強化計画（農村女性活動支援）

2．1　　案件名称変更の経緯

本調査は平成9年度に実施された「パキスタン・イスラム共和国　北西辺境州女性起業家育

成計画プロジェクトファインディング調査」のフォローアップ調査である。前回調査にお

いては野菜果樹開発ボード（当時）の展開している試験農場の施設整備／強化を軸に北西

辺境州の農村女性に対する園芸農業・農産加工技術の訓練を行い、農村女性の経済活動へ

の参加を促進するための計画が形成された。しかしながら今回の調査において相手国側と

の協議結果も踏まえた結果、主に以下の観点から計画内容の見直しが必要と判断され、こ

れに伴って計画名称を「北西辺境州農業支援センター強化計画（農村女性活動支援）J　とし

たものである。

・野菜果樹開発ボードの組織は解体され、存在していない。

・園芸農業および農産加工の普及には新たな経済活動を導入することになるため、

農民に対するリスクが伴う。

・農村女性に限定した活動よりも女性を含む農民全般に対する技術普及・訓練の

ほうが大きなインパクトを期待できる。

・現在の状況では貧困の削減が急務であり、女性への技術訓練は農村の貧困削減

のためのプログラムの一部として位置付けるべきである。

2，2　　計画の背景

貧困率が30％を越える（99－00年）パキスタンにおいては貧困の削減は重大な課題である。

パキスタン政府はこの問題に対応すべく2003年12月に世銀の指導の下貧困削減戦略ペー

パー（PRSP）を完成させており、この中で2015年までに貧困率を16％に抑えるとともに、

ジェンダー間格差の是正、幼児の死亡率の低減等の目標を定めている。全国において貧困

は特に地方部において顕著であり、98－99年においては都市部での貧困率が20．9％であっ

たのに対して地方部での貧困率は34．7％であった。この中でも北西辺境州の地方部は連邦直

轄部族地域（FederalAdministrated甘ibalAreas：FAm）と並んで高い貧困率（443％）を示

しており、早急な改善が必要である。

州別貧困率（199＄－90）

都市部　　　地方部

パンジャブ州

シンド州

北西辺境州
パルチスタン州

アザド・ジャム／カシミール

北方地域

連邦直轄部族地域
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32．5

29．2

44．3

24．6

15．6

36．5

44．5

出展：PovertyReductionStrategyPaper，GovemmentofPakistan，
Dec．2003
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また、成人女性の低い識字率にも現れているように、他地域と比較して北西辺境州はジェ

ンダー間の格差が大きい。ジェンダー格差は貧困地域において特に大きな影響を与えるも

のであり、栄養状態や保健サービスへのアクセスの悪さから出産時の死亡率や出産後の幼

児の死亡率にも関連していると考えられる。パキスタンの地方部においては伝統的・宗教

的意識として女性は生産活動に関与しないものとして捉えられることがあるが、男性の都

市部への出稼ぎが多く見られる今日、実際には残された女性は農村部における生産活動に

不可欠な存在である。

パキスタン政府は同国の貧困削減および経済発展のために10　カ年展望開発計画および

PRSPにおいて農業開発の長期政策として適正な水資源管理や新技術の導入を通した生産性

の向上、市場向け作物への転換、市場開発などを通して農産物の輸入代替→輸出を目指す

方針を示している。このような状況の下、粗放的な農業により低い生産性しか持たない地

方農村部における農業生産の向上は貧困削減のためのアプローチであるとともに今後のパ

キスタンの農業開発の第一段階としても位置付けられる。

このような背景のもと、本計画は現在、主に種子・肥料等の農業投入材の共同購入・分配

組織として機能している農業支援センター（FarmerServiceCenter：FSC）の施設・機材の整

備および同センターの活動支援を通して北西辺境州農民への効果的な農業・畜産技術の普

及を通した農業生産・収入の向上を目指すものである。計画の実施にあたっては従来の農

業支援センターの機能強化のみならず、北西辺境州の農業生産活動において重要な位置を

占める農村女性に対する支援にも重点を置き、専門家の派遣を通して農業支援センターを

軸とした女性グループ活動の基盤整備等の新規活動の支援も行う。

2．3　　調査地域の概要

調査地域である北西辺境州はパキスタンの北西部に位置し、連邦直轄部族地域（肛【A）お

よび北方地域を介してアフガニスタンおよび中国と国境を接している。また、東には首都

イスラマバードを擁するパンジャブ州が、南にはバロチスタン州が接している。州の面積

は74，521bn2で、パキスタン全土の9．4％を占める。州都であるペシャワールを含めた24郡

に約l，867万人（99－00年）が生活している。主要な産業は農業で就業人口のおよそ4割

が農業に従事している。

南北に約600kmに渡る延長を持つ北西辺境州は、北部および西部に山岳地域と南部に平野

を擁しており、地域により気象条件が大きく異なる。総じて南部の平野部は降水量が少な

く、夏季の最高気温は40℃を超える。州南部に位置するD．Ⅰ．Kムan郡では1998－2000年の

平均年間降水量は230mm程度である。一方で中部以北は降水量も多くなり、気温も低くな

る。山岳部においては夏季の最高気温が30℃を超えず、1000mmを超える降水量が見られ
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る地域もある。南部から中部にかけては春および夏に降水が集中する一方、北部において

は一般に2月、3月ごろに集中する。地域ごとの気象条件の相違は、地形条件、水資源への

アクセスの容易さ等とあいまって地域ごとの作目・生産量に大きく影響を与えている。

調査地域の気候（1，9＄－2000年平均値）

D．Ⅰ．Khan郡（南部）

日最高気温　日最低気温　年間
平均値　　　平均値　　降水量

32．3　　　　17．4　　　230．1

Peshawar郡（中部）　　　　　　　Drosh郡（北部）

日最高気温　日最低気温　年間　　　日最高気温　日最低気温　年間
平均値　　平均値　　降水量　　　　平均値　　　平均　　降水量

30．1　　16．6　　　409．6　　　　　25．2　　　　16．0　　　534．2

出展：NWFPDevelopmentStatistics（2000），NWFPBureauofStatistics，Oct．2001
単位は気温は℃、降水量はmm

北西辺境州では州の面積のおよそ3割にあたる166万ha（1999－2000年）が農地として使

用されており、小麦、トウモロコシ、サトウキビ、その他野菜や果樹などが生産されてい

る。地域によって大きく異なる自然条件から農作物の作目・生産量は各郡で大きく異なる。

農地のおよそ半分が潅漑されているが、単位収量は農地面積のおよそ半分を占める小麦で

も1，056kg／haと総じて低い水準である（2000－2001年）。

北西辺境州の各部における主要作物の単位収量（2000－2001年）

（単位：k
小麦　　　　　コメ　　　　メイズ　　　大麦

全国
N．W．EP

‾bnk

D．l．Khan

しakki

Bannu

Karak

Kohat

Han9U

Peshawar

Nowshera

Charsadda

Mardan

Swabi

Buner

Shangla

Swat

Malakand

LowerDir

UpperDir

Chjtral

Kohistan

Battagram

Mansehra

Abbottabad

2，260　　　1，840

1，056　　　　2，081

1，129　　　　2，071

1，565　　　　2，727

532　　　　1，544

1．551　　　1，782

307

1，192

476

1，651

1，106

2，002

1，914

936

869

758

890

636

1，134

1，139

1，336

761

571

604

830

896

．
5
5
3
－
1
2
6
8
2
1
2
6
8
餌
脚
8
4
6
2
9
1
餅
9
4
3
．
6
8
2
3
0
6
餅
9
7
8
4
1
3
9
2
7
9
0
9

1
　
　
　
2
　
1
　
2
　
1
　
1
　
1
　
2
　
2
　
1
　
　
1
　
2
　
2
　
1
　
2

1，770　　　　900

1，674　　　　889

1，255　　　　610

1，766　　　　549

1，478　　　　313

1，721　　　　559

1，025　　　　295

1，010　　　　730

538

1，790　　　1，411

2，036　　1，269

1，780　　1，197

1，882　　　　851

2，068　　　　847

1，301　　　　926

1，528　　　　753

1，786　　　　897

2，033　　　　379

753

1，340　　　　750

2，784　　1，331

2，131　　　972

1，346　　　　742

1，794　　　　927

1，379　　　　841

1．388　　　　　807

出展：BureauofStatisticsデータ
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北西辺境州における農業・畜産技術の普及は現在、農業普及局（Agriculture Extension

Department）および畜産・乳製品開発局（DepartmentofLivestockandDairyDevelopment）の

両者によって別々に行われている。双方ともに村落レベルでの有効な普及活動を模索して

いるが、村落へのアクセスの難しさ（人材の数、交通手段、宿泊施設等）などが制限要因

となっており現時点では大きな成果には結びついていない。このような状況に対し、農業普

及局では普及活動の核となる農民リーダーを育成し、彼らを通した村落レベルでの技術普

及活動の実施なども検討している。

北西辺境州では、行政による種子・肥料の農業投入材の配布業務を民間へ移行すべく、官・

民双方の出資による基金を活用して投入材の共同購入・配布を行う農業支援センター

（FarmerServiceCenter：FSC）が各郡に設立されている。州政府の目標である5万戸に対し

て2004年2月末までに合計2，7000戸の農家が登録されており、基金の総計は約3，073万Rs

（約6千万円）である。一部農業支援センターにおいては基金が有効に運用されているほ

か、農業技術勉強などの独自の活動を展開している。一方、各センターは独自の施設を所

有しておらず、州行政機関の出先事務所等に間借りして活動を行っており、購入した種子・

肥料等の保管場所の確保等、施設の不備が活動の制約の一因となっている。

2．4　　計画の概要

（1）計画の目的

本計画は北西辺境州の各郡に設立されている半官半民の農業組織である農業支援センター

への支援を通じて、同センターを軸とした農業・畜産技術の普及および女性への支援を実

現し、以下の効果を得ることを目的とする。

上位目標

計画の目標

計画の効果

：農村女性を含む地方農民の生活の改善

：農村女性を含む地方農民の収入の向上

：従来の農業生産量の増加、農民に有利な農産物の販売、農村女

性による農産品の生産販売活動の実施

（2）計画の内容

本計画では我が国の無償資金協力を活用して、（1）農業支援センターへの施設・機材の整

備、（2）農民支援センター組織強化、ならびに（3）専門家の派遣による農業支援センター

の活動開発・支援を行う。農業支援センターは北西辺境州政府指導のもと、その目的を以

下のように定めている。

・適正な価格での農業資材購入を可能にする

・農民の営農・計画・需要予測能力の向上
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・農民による種子生産並びに投入材の配布の実施

・農村コミュニティーと各種関連機関との関係強化

2004年2月現在、農業支援センターは北西辺境州の24の郡全てに設立されており、約2万

7千人の構成員を有している（目標である4．8万人の半分強）。現時点でセンターの主な活

動は農業投入材の共同購入・配布であるが、活動の活性については個々のセンターにより異

なっており、一部センターにおいてはあまり機能していない状況も見られる。農業普及局

への聞き取り調査によると、この主要な理由としては（1）一箇所のセンターで対応しなけ

ればならない地域が大きすぎるため全ての農家に対する働きかけが出来ない、（2）小規模

農家によるセンターへの関心が低い、（3）農業支援センターに独自の事務所がなく、種子・

肥料等の保存場所が確保できない、（4）新たな活動を展開するために必要な設備・技術が

十分でない、などが挙げられている。農業普及局ではこのような状況を打開し、農業支援

センターの活性化を図るために、一部の中核となる農民に対する訓練を通した農民リーダ

ーの育成を検討している。郡内の各地域ごとに中核となる農民を訓練することにより、投

入材の使用に係る適正技術の普及を含む農業支援センターのサービスを村落レベルまで広

範に浸透させようという試みである。

本計画においては農業支援センターの主要な制約要因の一つとなっている施設の問題を解

消するとともに、日本人専門家の派遣による新規活動展開のための支援を行い、農業支援

センターの可能性を最大限引き出すものである。活動支援においては特に北西辺境州の農

業生産において重要な位置を占める女性支援を重要課題と考え、女性を対象とした農業生

産・加工・販売活動支援、各種訓練、女性向け小規模金融説明会、中核女性農民育成、関

連行政機関による女性支援活動の支援等を想定した女性部会の設立を行う。また、女性支

援についても農民リーダー同様、中核となる女性の訓練を行い、広範囲にセンターのサー

ビスを浸透させる。各センターにおける活動は地域のニーズやセンターの活動状況にあわ

せて開発していくものとし、必要に応じて担当部会を設立して実施するものとする。具体

の活動の発掘および開発は専門家の支援のもとで行なわれることになる。将来的に農業支

援センターにおいて想定される活動内容を以下に示す。

想定される農業支援センターの活動内容

営農技術向上

・行政による各種普及活動の受け皿としての
活動
・小麦、コメに関する栽培技術研修の開催
・新規作物（野菜、高付加価値作物）の栽培
技術研修の開催

一般潅漑技術研修の開催

節水型潅漑技術研修の開催

上記を通じた各農村における技術普及の
中核となる農民の育成
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賓機材調達

・農業機械の購入・保管・集団利用
・農業投入材の集団購入
・農業金融制度の説明会の開催

市場情報提供

・一般農作物の市場価格の提供

集団流通販売
・農産物の一括集出荷

塗生
・行政・NGOなどへの支援の要請
・企業との栽培契約の仲介

女性グループ活動
・女性を対象とした営農技術指導（作物の収
穫後処理、畜産、野菜栽培等）
・小規模農産品加工および販売に関する訓練
・中核女性農民の育成
・関連行政機関による女性支援の窓口として
の活動（各種相談会の開催等）

種子生産

農業投入材の保管

・高付加価値作物の市場価格の提供

・農産物の冷蔵保管（保管庫の一括借り上げ）

・行政・NGOなどとの協働のための窓口とし
ての活動

女性を対象とした農業金融制度の説明会の
開催

保健・衛生、育児講習会の開催

各種女性交流会（料理、畜産技術コンクル等）
識字等、成人教育の受け皿としての機能およ
び場所の提供

1）計画対象となる農業支援センター

農業支援センターは北西辺境州の24の郡全てに一

箇所づつ設立されているが、本計画においては現状

において比較的活発な活動が行われている6個所の

農業支援センタ｝への強化支援を行うことにより、

モデルとしての効果を目指す。支援を行うセンター

は以下に示すとおりである。

・Chitral農業支援センター

・Abbottabad農業支援センター

・Nowshera農業支援センター

・LakkiMarawat農業支援センター

・Swabi農業支援センター

・LowerDir農業支援センター

2）供与施設

農業支援センターでは、現在の主要な活動である種子・肥料等の保存場所が確保できない

こと、また、新たな活動を展開するための事務所・訓練施設等がないことが大きな制限要因

となっている。本計画では以下の施設を建設することによって同センターの活動を支援す

る。
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施設内訳

所在 施設
全体数量

（施設数×FSC 数）
適用

各 F S C

事務所棟

（約 770m 2）

執務室 4×6 ケ所 農業、畜産、女性の各分野およ
び F S C 事務局、各一

事務室 1×6 ケ所 共用作業スペース

講義室 （多目的室） 2×6 ケ所 大／J＼各 1、集会室、工芸などに
関しては実習室として も使用

実習室 1×6 ケ所 主に食品加工

機材倉庫 1×6 ケ所 椅子、訓練資機材の保管

給湯室 1×6 ケ所 簡単な調理ができるもの

シャワー室・トイレ 2×6 ケ所 男女各 1

宿舎棟

（約 250m 2）

ゲストルーム 4 ×6 ケ所 宿泊者用、 トイレ・シャワー付

食堂 ・調理室 1×6 ケ所 宿泊者 ・来客用

屋外

（約 4，200 m 2、

このうち圃場約
3，600 m 2）

資材倉庫 1×6 ケ所 種子 ・肥料／資機材

訓練圃場 1×6 ケ所 穀物 ・園芸作物 ・牧草 ・果樹等
から地域に適したものを選定

井戸施設 2 ×6 ケ所 港漑および事務所用水

畜舎 1×6 ケ所 水牛 ・羊 ・山羊 ・鶏等から地域
に適したものを選定

乾燥場 1×6 ケ所 収穫物の乾燥

洗い場 1×6 ケ所 農機具等の洗浄

N ow shera 建設機械ワークショップ 1×1 ケ所 掘削リグ、ブル ドーザーの維持
F SC のみ （約 300 m 2） 管理

3）調達機材

本計画においては、農業支援センターの活動および農業・畜産技術普及活動に必要な事務

機材の他、農村女性を含む農民への技術訓練のために必要な各種機材および生産基盤の整

備のためのブルドーザーおよび井戸掘削機を整備する。これにより、農畜産物の生産量・

質の向上を目指す。

資機材内訳

分 類 機 材 等 設 置場 所 、設 置 数
全 体 数 量

（資娩材数×FSC 数）

事務所用賀機材

事務机 執務室各 1、事務室 6 10 ×6 ケ所

事務椅子 執務室各 1、事務 室 10 14 ×6 ケ所

書架 執務室各 1、事務 室 2 6 ×6 ケ所

デスクトげ コンピュータおよぴプリンタ 執務室各 1、事務 室 1 5 ×6 ケ所

肘掛椅子 執務室各 4 1（；×6 ケ所

長椅子 執務室各 l 4 ×6 ケ所

コ ピー機 事務室 l 1×6 ケ所

講義用椅子 会議室計 45 4 5×6 ケ所

大型机 会議室各 l 2 ×6 ケ所

黒板 会議室各 1 2 ×6 ケ所
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分類 機材等 設置場所、設置数
全体数量

（賓機材数×FSC数）

事務所用資機材

O H P およびスクリーン 会議室各 1 2×6 ケ所
乳製品加工機材 実習室 1式 1式×6 ケ所

冷蔵庫 実習室 1 1×6 ケ所

流し台、ガスレンジ 給湯室 1式 1式×6 ケ所

掃除用具 1式 1式×6 ケ所

宿舎用資機材

事務机 ゲストルーム各2 8×6 ケ所

事務椅子 ゲストルーム各2 SX 6 ケ所

電気スタンド ゲストルーム各 2 8×6 ケ所

食事用大型机 食堂 1 1×6 ケ所

食事用椅子 食堂10 10×6 ケ所

流し台、ガスレンジ 食堂1式 1式×6 ケ所

冷蔵庫 食堂l 1×6 ケ所

掃除用具 1式 1式×6 ケ所

屋外用資機材

大型金属棚 資材倉庫6 6×6 ケ所

井戸施設 モデル圃場用、事務所用各 1 式 2 式×6 ケ所

畜舎用器具 1式 1式×6 ケ所

乾燥場用器具 1式 1式×6 ケ所

洗い場用器具 1式 l式×6 ケ所

給水用ポンプ 1式 1式×6 ケ所

建設機械ワーク

ショップ用賀機材
（N ow sh era F S C

のみ）

掘削リグ及び支援機材 潅漑井戸掘削用300m 程度 1式 1式×1 ケ所

ブルドーザー 中型 100 ps程度 1 lX l ケ所

スペアパーツ 建設機械用 1式 1式×lケ所

整備用機材 工具 1式 1式×1ケ所

4）専門家派遣

施設および資機材は、北西辺境州政府および農業支援センターの農民により活用されるこ

とになるが、施設・機材をより有効に活用していくためには、既存の活動の枠を出た新た

な活動を展開する必要がある。このための第一段階として農業支援センターにおける各種

活動の開発を促進する専門家を派遣する。専門家は農業支援センターおよび北西辺境州農

業・畜産技術普及職員と共同して各種活動開発・展開の支援を行う。なお、本計画において

支援を行う各センターは、それぞれが置かれている自然・社会状況が大きく異なっており、

活動のニーズ、可能性、制約要因もそれぞれに異なっている。このため、活動支援におい

ては全てのセンターに同様の活動を適用するのではなく、個々のセンターの状況に対して

適切な活動内容・支援を検討する必要がある。派遣専門家は各センターの地域特性を見極め、

適切な活動内容を抽出し、指導を行う。

2．5　　総合所見

パキスタンにおいては、近年特に地方農村部における貧困が大きな問題となっている。北

西辺境州における貧困は同国の中でも特に顕著であり、1998－99年においては同州の地方

部の貧困率は44％を超えている。これら地方部の住民の多くは農業に従事しており、農業・

畜産技術の普及を通した農業生産性の改善は貧困改善の面からも急務である。
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一方、同地域は宗教的・伝統的価値観から女性の社会的地位が低く、女性による経済活動

はほとんど認められていない。しかしながら、出稼ぎによる男性不在の状況下、地方農村

部において女性は生産活動において重要な役割を果たしており、女性の役割を農業生産と

切り離して考えることは不可能である。

このような状況下、本計画は既存の半官・半民の農業組織である農業支援センターを強化

し、農民活動の展開を支援するとともに、現在別々のスキームで行われている農業技術普

及、畜産技術普及および農村女性支援等の活動を有機的に取り込み、より効率的に効果を

発現させるものである。本計画は、地方部農民の貧困改善の第一歩となる生産性向上を通

した農民の生活向上のためのモデルとなるものである。また、農業支援センターの整備及

び活動支援により、将来的には市場流通に係る支援等、農民の能力・状況に応じてさらに

高レベルな農民支援が期待できるものである。以上の見地から本計画の実施は北西辺境州

並びにパキスタンの農業開発に有意義であると考える。

（1）技術的可能性

現段階で農業支援センターは北西辺境州の各部に設立されている。一部センターにおいて

は農業技術講習会やスタディーツアーなどの活動が既に行われており、農民の受け入れ能

力は整っているものと考えられる。また普及活動は北西辺境州政府により既に行われてい

るものであり、本計画は普及システムの農民へのアクセスを容易にするための受け皿を整

えるものである。本計画は主として既存の組織およびスキームを強化するものであること、

また、新たな活動の展開にあたっては専門家の派遣による適切な対応が可能であることか

ら整備される施設・機材は十分に活用されるものと考える。

（2）社会・経済的可能性

パキスタンの長期開発計画である10カ年開発展望計画においては、新規技術の導入による

農業生産性の向上が開発目標の一つとしており、技術普及による農業生産性の向上は北西

辺境州のみならずパキスタン政府の重要な関心事項である。また、技術訓練を通した女性

の経済活動への参加もパキスタンの政策に沿うものである。女性支援に関しては、限られ

た地域ではあるが、畜産・乳製品開発局で女性普及員による農村女性への指導実績がある。

このような活動を農業支援センターの活動を通して、より広い範囲で活発化させていくこ

とが可能であると考える。

（3）現地政府・住民の対応

北西辺境州政府は活動が滞っている農業支援センターについては、その改善を望んでいる。

また、農業・畜産技術普及の活動強化は北西辺境州政府の重要課題の一つであり、農業普

16



及局および畜産・乳製品開発局による取り組みが行われている。さらに、一部農業支援セン

ターにみられる積極的な活動実績から本計画を進めるにあたって、現地政府・住民からの

協力が得られるものと考える。
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食料・農業・畜産省、女性開発・社会福祉・特殊教育省協議

4 9日 （火） ／J 食料・農業・畜産省、女性開発・社会福祉・特殊教育省協議、資料収集
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7 wish to impress on you that no nation can rise to the heights
of glory unless your womenare aide by side with you"

0u3id0'A m(0 Muhafnmati Aft Jinttah

AMress at Ih9. Muslim University A%arfr,

lOtft M0h, 1944

The Gov«fnmerrt under General Pervez Musharraf,
Ptessdtnt of Pakistan has satesmanysteps which ara landmarks
for the women0t Pakistan, Amongst them, is tha farrauiatioo of
She first ever National Policy for Development and
Empowerment of Women

2. In support of Government's policy of public-private
partnership, it is stated with pleasure that the ownership of this
policy resis with the stakeholders. It is the outcome of an
*xti »usli*a countrywide consultative process which stretched
ovsf a year and extendedfomgrass^oot. tonattonsi level, uang
ai the (nforrnaUan madia arailaWe,thus obtaining the broadest
ftatiofta! consensus to support K$ content
3 It contains a Vision, <3oal. Aims ar^d Objectives, lays
down the guiding prmelptes, g^vts $0 tey policy measures,
^fwscificaiv atitJnSJMiing t» (Mnpowermfintdimer»ipns in the
sbcsai. eccoomic and pfrffficaJ fields-. The croasctMting issues
are fully rafiected in WwtWcutton of the key policy measurBB.
Tnese measuras have been drawn from the Nattanai Health
Policy, Education Sector Reforms, tafeoMf Policy, Access to
Justice Programma, Pofi« R«;ofms, Poverty Alteviation
f>000wT0®and Pefiicai Partje^atfcw in the Democratic Sirueiure,

4. i"h-%Poficy is a statement of intent 00 the Government-of
Pakistan so specify temeasuresfor the development and
empowermentof v«omen.With the Pdtey prwWing the guklslinea,
this Ministry wif! ensure within th* overall speraHeg framawprit
o? the Governrpent that the gender perspective i$ reftected in

3tio«i8'i policies and plans.

Dr. Afliya ln%8tu!iah
Minister tot WomenOevefopmsm

Social W«tf»w &.SawSai Edwealisw
mMa«h, 2002
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I n a c c o r d a n c ew i t ht h e v i s s k mo f t t i eQ u a t d - e - A z a m ,
a c h i e v em e n io f :

g a n d e re q u i t ya n dw j u a l s r y ;

s o c i a l ,p o l i t i c a la n de c o n o m i c
s m p o w e r m e n lo fa l i P a k i s t a n iw o m e n
a t a i t l & v e i s ;

a j u s t ,h u m a n ea n dd e m o t r a l i os o c i e t y ;

e c o n o m i cp r o s p a r i t yt h r o u g hs us t a i n ab l e
d « v # l o p m e n i .

£ m p c » » r m « t t0 !P a k i s t a n iw o m e n ,i r r e s p e c t i v eo f c a s t o ,

o w x f ,r e l i g i o n ,o ro i i wc o n s k t e f a t t a *h »t ! » «i » a i r z a ! t o >

o f t h e i rf u l l p o t e n t i a lS na f is j f w wo fW e ,« ^ e c i a i l ys o c i a l ,

e e o f w n t e ,p e r s o n a la n dp o S U c a l» n « Ji n K e 8 p « aw i t ho u r

J s i a r m cw a yo fl i f e .

* ^ : : ^ l * ' S 3 0 ^ - 0 ' " * * à " * * à " ^ à " « -
i S S à " ' ' f e % i t 1 1 ? I * 0 $ , * ? ^ ^ * ^ « ' U > 6 j i t- J > 4 v ? # M ^

U T or e m o v e *i n e q u i t i e sa o df m b a f e n a s si na l s e c t o r s
a t s o e w - w M i o r o l ed e v e t e p m g f t ta n dt ow s u r e
w o m e n ' se q y a ?a e c « s sl oa *d u v e i o p n w n tb e n e f i t s
a n ds o c i a ls e r v i c e s ,

1 . 2 T ce n s u r et h ep a r t k a p a S o na tw o m e na se q u a t
p a r t n e r si n n a t i o n a ld e v e S e p m e r r tS d e c i s t o r K n a k i n g
p t < « * s s « smt h ec o m m u n i i ya nf fs o e e i y .

S , 3 T o e n s u r e! h ef u l lp a r t i d p a i i o no f w o m e ni na l t
w S M i c a lp f o o s s s » sa n dt oe n h a n c ew o m e n ' s
r e j i c e s e n t e t k mm a l id e c t i v eb o d i e s .

1 . 4 T os a f e g u a r da « de n s u r et h ep r o t e c t i o no f
y s w n e r t ' sh u n t a t if s g l t l si n d u & n ge c o n o r r w ; ,l e g a l ,
p c i t i c a l® n d& « i a ln g h t a .e s p a c t a H yt s en g M so f
" n i n o r s t yw o m e n ,r u r a la n dp o o - rw o m e n ,g i r t s*
w w i w s tw t td s s i d s B f c s ,« l d t e r t yw o m e - f la n dw o t n e r t
mv u l n e r a b l ew r t u r n s t e n c w sa n ds i t u a f c n s .

« B »s e r n t e W ia n dd « t e fp « M « ! w $ i t « st oe n p ^ n g
f u l l f c e a h h ,i n c t e b o gr e p n x h n s s w aa n dr n o n l a lf » a W i ,

T o( j S f p a d i t i o u s J ya n ds u b s t » « t w i >e n t e n t e * *
w o m e n ' sl i t e r a c yr a t e s ,N w p r o v «a t t a « m e n ll e v e l s
o f g i r t sa n d .w o m a na ta i t l e v e bo f « f a e a f e « i{ t e h
a c a d e m i ca « Jf T O f e s t o r a f )t or e d u c et t wg s n ^ e r
g a p ,a n dl or e o r i e n ta r t s t m gc u r r i a s r ab y m « * i n g
! h a mg e n r f e t» n s i t i v e .

1／㌻

ToprovstJe oquaMyyf opportunity1 anci tocreate
space forwomento r«aSo« BMrtrfall potential.
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Fhs Policy gtigti i» guided by:

2. 1 Th« Coresteiorat-guarantees am!
»«»ss«mtoi»i!»rna(K?ft»! inslrurnerts
on humansights, as Ite referatton
of iha IMamie.prinetplw of justtce and
e^uaiirj1.

?,? Non-d»K«mir'»if»o«i and gender«*<juiiy at
afi <0veis.

2.3 Prtantyto thepoorestofthe poor, vtt.
0tmn:.e«0«d*Sy in wral mndisofateti

sft»*8lions?clreurtssisn(»s.

2.4 Recognmoft e* Jft« value of women's
wa0andwo*ana B»tf contribuUon k>
»Mspheres of We.

2.5 ^onto1*as equal partners mdevetopmeflj
s»nd s§«rt!s of <^iwjge in ectmwnfesodai

2.6 Iti* «?iiversa% roeognised ngftts and
waponslbi iiSy-Oa sttd approach.

3,1 En-swingflwtgovernmentag«HKie*a$op£
a gender sensitive approachto

participatory and imptermntable
programmessnd prejftete. Gender
aonsitization Jo btt insUMfonafeesi and
im«gra?»dintorf sectors of devatoprnew
sort to i«dud* the private seder as w»l

3.£ Devsto-ping mu,tti-secto«al andinter
sissopiioafy s^>proacfi«stofwwnsn's
<Jev«iopm9nf»with horizorstai and vertical
WrAagos at. werytevei.

3.3 Malnstrsarrtng genoer i«iw«s !.f*ough
integfasioo into aH secSoreof n-stonas
ffevef^fnent ,

3.4 EWnaUngall negattve social practices.



education
Asper th« f998 census, female literacy ratesvmsmtowas 32.6%. Although
à"&tH*j8raeraol gws h«»increased at 9 Mgher rale at as iawels, their parttefcsttors
rate as mmtnlowsr so that gender gaps convmueto perstsi And while
participation rales ©igjii* Jf» wfcanareas have increased due toa pof<yo<
co education at the j^nmary level, hsgh dropout rales beyond pdmary persist
as a fcsu« of lack of apportunitifts. mobii/ty issues a&w^li as Jradtlioiis and
cultural norms constraining Ite access of girls and women(especialiy in ^e
njta! 8«-«as>, to ftighw »*jcattan

Toackiross th&fleproblems measures to bd taken fire:

a j Pacing ems>ti»ass cmjinmaiy ischcel ©nrrtSmontami an
aeconaary schooling for girts Ihfough prawi*JoR of scnoiarships anc
subsides fof girfs «dyc*l<Oft to to* faownehous^hcafe,equ^ ity of
access arid ouaitty education for gir!$ to narrow m®existing geixier
gap. fusion ot icurrtcula and lext bo<*5 at aJ( u«fuc«rtfc>ri»jiJ levels fw
gender sensittzsttor! and provision of voca^onal and sksi s tratntng.
particularly in Information TadftnoJogy.

b) Affirmwig Sovemm«nrs HttucanonPolicy {unaer fcdueaiion Sector
Reforms) of Education for AJJ and provisama and recomfrwn^tiona
forcompulsory prifflajpy eriueaatlon , tncenfive sd^erno fer gi rts «tcHxJ»t<3
trn*3fov«Kl input ihrouiQh ftmata teacher training.

^2 health
Pawsiars's ms!$ma} ««srtaBty raJ* consnues to bo amongst ihe highest tn
movrorki,It i$ estimaUMt that for every woman*ho tsiesf approximately 13
survlw with chrante and long drawnoyt r^peocfMctivB tract tfesssraes.Ad^oeaey
and tmp^wmentatjonof ttia Fife- cycle approach, with improvedhealth car»
amf nutrition programmesfo*girts and women,promotion of ante ami pd&l
-nata; care , and enhanced provision ot emerienty ofc^totrfc care, cwting
in« spnsad of HtWAlDs. remain a nabonui cn^Uonge U>better h«aHh

The foilowintg msa«ures vr.Mbe l«K&nw address the issue* related to
women'shepith:

a ) AFfirmtng the Governrne:f»r1& H©a«?t Pobe>' ^or AJi that underscores
ihe emphasis tor preventive and AffordaWoprimary Ihoalth care
provisicrt for pecple. In panicoiar rapmducBverwatm services fw

b) suwngtfrsning <?f&bs«j he^h teeitties forerrwgeoey obstetric ear*
servtafrsat Tehsil/ttistrici levels to textucQwomen'smorfojdity and
mortality rates and ackfoeasing «w spread erf HIV/Aids and drug
abuse, through s«$ng up of counseling and rehabiiriation clinics,

e) Ensuring prows-tonof quality health cover including forthe mmi&
heafth sad weft-being of womenin brm with She recomm&atfaiioos
<xi«ift6<t in the 1OP0 Programme of Action.

clS En&unng^productive heaiih ri^piis by involving men,womenami
adolescents, through non-coercivemeasures farfamily pteniwig and
promoting ths amafi family norm in mcossiiti(>n of the pifwdple of
pcipuSa^ion siafritatian ihraugh She adaption of a fights - based

u!aw& accesstojustice
WomenampmmtoiHornesujoyir^ axislinq righis because of Ifie pisvafence
of ne^anve ausiomafy W^ctjcss ami attitudes: a Q@rs»nMignoranceooout
ri^fs and poor acc«e$ to. and procedural problems in t^o justice sy«tom.
and a jjen©K%poor implementation (rf (he law. Other nghts ®n>ddn»d
*Rwghan absenca c« tesst Moreover*dffih«*^e provisions <rf̂ Goosfilul»n
dr« s^kiojn sfli^Bmentdo to esteWish neat and substantial equal*/.
Consequently urgent sdfcn iss naedad to start addfusalng the multiple
d%ttiteagl&$in tW$ ama.

Key pttJicy t"eaww««to to undertaken are:

a} Elminatjng rw^^wecustomary practkes by ina«a3&5g knowledge
oi wom»n'smusing righJs under ftwIswam) of law ttesett, to 3oeem«judjcid («iief and («&£»$.

b) £«sufing effective irt^tewKMvtabori and Oxe ento«cem»ntof ewtimj
right*.

c) Removing discrirrwiatiort trough iogai reforms.

<i ) Pfomoting women'saccess to justice by providing tegaJ akJ,

Anov&r&npolicy measure wwkjae that, the Mirtislry of Law, Justice,
HumanRights * PaJfearwmEary ASfaics, the PaHtstan Law Commission,
afsd tha National Comrtiission on th« Status of Womensftaii r«vl$w
ai? Uw$and formulate newlegislation wherever needed

U P V vt N1 O;; VVOM6
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0 OCIAI P0WERU£NT OF WOfVi:

o;à"encs again§I vvomen
Violence agwMl wonwp plagues a!! societies and needs Jo
6* eSiminstaii in al! its forms. AS! ssacw must be fwsfe wfe
tor wo«*9ft ana gtrfis in she family, workplace, ethssr privas
and jMjfeic in*ti(w»e«w ineludtiHii in p*lic» stwiorw..toek-wps
and |aSs, anij puWfc »?«ces ta genwal Vfotersce against

condone sscli acts, in«te!««t8 (aws an?S awsss to-states
thai W tft w««rt wom«fromyjohnee «rtfM se provxj*

to atldfes* ittis tss«e aw -

a)
agarnsl wontea.

t) Reviewing and ravcMingj»S» a«d à"yMdrw-lo^ai
Bfsceduws,

4 1 lntO«Ji«S'n9 posHV« !«^Sta!tan on domaSSk; 'viOteBte
and rwfonw.

e) Rewe*^^ gavetwr*rt paitats f« women'sshsners,
and improving shelters fof womantotf» pyblic a«S
prp«Mfl sactors and promoting <N«d inaractkw *JK!
wopefittioo of aft « s!»?wtwns?S^}9«tffl ents

f) Estate* ng tomMyproWctkx* p*^f*m»t«is at *sttct
fewf thai provwe women fe§al sod psyehato^eat
counseling a«l referrals to messcai and !«»gaS ait?
m«ch«ni sm».

g) Undwrtatwg poifcs rsferms to Incncuisd 8w numtef
of womenin B>e p«Stsa9, Pwsdfng Batting w Biem
ancf teaaMigwomen's»O»n«mat pefe»-«3rtfe«
«4^^ arafufy equip$^ to deal wKh cases by havftig
i^at and m««jfci officers and wqw«d fecaijses.

ft) SwwStekig «Ath« po!Sc« fews* on i«*u«»s<rfvioi«!«a
ag^nst woman.

 fcM

womenin the ram fly & community
Tftofamily is she baste unit of society and womanpteya wR«e»tnste b¥
contributing to its wetfgr» and to(fte tfwstowwnt of socwJy as a WOTS.
Howevttftf» importance of woman'sroteirs ttw.tere%and sod«ty is nstoer
Mty f«wg«»»d nwappn»ciai*et. SoeJaSy pw»erit5«si r^Mr of wemsn t>»comw
a basis for dtajminate*andrertieS'tfwMparte^Wi ofWORMMIto»«ty.
Wbmtnin P«k»»ao ar® 8»e»8y:*sa£j¥«&a«l &y their.ffcK.old«wsws-
maW^ wiWnthe fgmly wg oOTiwrtfy,and 'reSBtefed nrtjISyto* ^stacls
»OC1»8S to «*rvfcW,

T«s address these issues, 8*6 fctowSngtr»asures are pnpKed:
a) E«aWir»g '*omoB*®aocags toa*i ftiww ot tnComtaSon.à"tosoiaco*.

sefvi»s ami dedsJofi-maMng.

b) Pfovidifsg transport to facilitate acac«s to testc facilities

c} U»rw!d«g fw} wwjiirw women's i^jhl to intmitanco -anti »hwe in
ill Wn«J$ of.pint property ami finansJa? rigt* sn marriage,

t!) CntiMKiny Uw00 u0 60 trtwdfe «a owj«s o( intotmtWi, e<j-ai»S*t»i
and ownmynfcaJion -pn women's- imies jwi'fcr a positive portrayal
ofworr»n in ad media,

0) iftteiif^ awKWMSWfflp^ns^SiSW^fy mte mrfŝ Miin schoais
Shfough t«3*»Jcs. topomcaa t»-p«si8v« Mneftts at m «^uaf
snaring of rosponslbHnies, stedsfert-mskiftg awdl poww ue^wsen
femfly womanand men irssi^e and outside &* home wtti focus on
ffender sensitive «T»»nand earing !aa»ers »s«J husfewds.

1) Enowri0e and iurtfiw suengthon woman**active participation tn
t«ao? a«d conflrt rs$*j!ion at al! Sevste of «oo«ty.

g) Moximute tor lh« beni0SI <rf soaBty 0 wcmerfs-concam for 3
sustainafete-en vtoniTOftS,notably Bwtr «.
dean wateand sir fen iutunt generations

Gfris in 0Brwsi suffer Ai* to social wroiitorw, from Sowsetf - esiwm,
minimal awarwwss of rf#«», very fe* t^j3«?u«HI« fr*arf«3Wate educafloftat
syst«ms> and iwsteiS aap'wfkM's.

To imprev-®the aituafen of the gtrf chsfd the Mowing measywww* »
ond«rtati»ii:

Enatfiitsg gm without esscepSw (indudtna
itmt full potenBai w»dgtdte ihrowsh »qu«l

"" i,-ehwte8a«Jnsw^h«»ca«»i,phy*»8« _. .. __

in line wilh Pakistan's eaten nations.) vision and iis cammllmert at reciiinal
l．SA∧只C∂nd n旬〉ma血∩碍l（Uトi）l仇・扉

ttwse wsir> fjteMSfesj to <t9¥«lop
30X0Sto sdicaiJw* and training,
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T t a u g Hw o m e na r e< v *e s s e r l i s ip a nc A .t h ec o u n t r y ' se t o r w m y ,8 * » S r
s h a r ei ne e o f K M m eb e n e f i t s ,< - r p p < w t i i i t r t » sa n dg r a c i n gt of l w o w r c * ** *n o t
j > r c j p o r t i » r a > t et ot h ws h a r eh i t h » p e p u t e t i o nF u n h w m o r * , ,i n c r e a s i n g
p o v e r t ya s* f s s u t tf f is t r u c t u r a lw f j y s t m e n tp r o g r a n s m w^ n o ŝo t e i l z s l w r t,
d i s j w s p o u w n a t e i yi w o a c i sw o m c n -

T t e ? o t e « « n gk s yp o l i c yn i e s s u r e sa r at h a r e f o f st o b e W K i e r t a k t n:

a ) A f & m i n j i^ w e m n r s o n lp s S i o e a< o rp w c r t yn i f o ' m t k s r s
o f l h « p c w r ô f V > 0p o o r ,H Ip a i t i c d a fy e o m e na n d
e r » d o r s «i h t p r o v i s i o no f s a f e t ym a s .^ o c x is j p p c t
» c t - * f t ^ w .a n d* Sp « » s s i o » ?o f ' u n c *t t v o u g hZ a k a t

b ) P r o v i d i n ga d < x ) u a %t w i i e fa n as a i e t vm e a » t » 9 Ss o
a l l e v i a t es h e< J i s p r s p o r t t o n a t ef f n p i s d so f p o v a r i yo n
A ' c i i m o nb y e s r i s u n f l ga e e o s sf t >J M «r j f a J* n n « «l r >
a » a ,a 0 r c u t t u r d id f t dS v e s t o c ke x t e n s i o ns e r v i c e s
a n ds u p p o r tm e c l i a n i s m ss Mf a c i l i t « s

c . 5 C f ^ a 1 i f ^ 9s c x ^ ^ sl o ^ f f u # U ^ t > H 3h ^ u s i n ^̂ i w ^ i ^ j ? -f u r
> v o m a na n dj w w w i n f le à ¬ f u a ; %a r e jS h et s w o o s w w e r i s
» t v w m e ni n e $ th o u s i n ga r t w i k i su s .* » p » r f s « ! dmt h e

A c c e s s r o c r e d i t
s 5 ) P f o i n i i « i g- w w n s n« a s ya c c e s st o . r w c r o- t r e c i t

r ' S p w e i a i s y8 » r e a § t sa w a f e b l ew n e f a v / ss u c ha s
P a i i S s a nP o v e r t yA t i e s s a t t o nF u ' n d( P P A F ) ; R « » r n !
S u p p o r t^ f o g r a r m n e s( R S P s ) ; F 0 1W o m e nB a n k
( f W S ) ; A g r i c u S u r a lD o v c t o p f n c r . !R a n k( A 0 8 ! a n d
K ! m » l » a h8 ( S «* .

E n s y n n gi h a l - A t s s i e - r -< ng c w r a it B > di e m a t eh c a d & ' i
t e u s e h o i d s .* w r K nb r e a d« a r n e < s .a n dw x r w t iw t t h
d e a b i i t vt h p a r t f c u i a f ,h a v ep r i w r t yi nA c c e $ £ ) n t j
c r e d i t o n 8 « f 1t e r m sf r o mF W 8 -a n < 1< h «K h u s ' i a ^
B a n k â n a o t t w rf t n a f c i s lS t s S f l u ' i f s f t Sl o t s e t t i n g u p
t h t v j f b « s n e s s ,f e r D u y w i gf f o p o i s K S :a n df o rn o u s *
b i j i i d s r i g .

E M P O W E R M E N T

à " 0 jr e m u n e r a t e d w o r k

a I i n c r e a s i n gw o m e n ' sc a p a c i t yw e a r nb yi m p r o v i n g

A c c e s s 1t ow a 0 e mo fI t a r i i h o o d ,p w t w u t e r t yw

F < w m « w a i e < Je r a p i s y m e f f ir t c ha l s o
a c c o m m o d a t ew o m e o o r i a n t e dw o r kp a B e m s .

i m p i w i n gf t e i t t ef o r8 we d u c a t i o n ,t r a i n i n ga n d
s k i B sf l a ' s t o f s m s n tt o rw o m a n ,t o e n t e ra n df a - e n t e rt h el a b o u rf e r c t s ,I n c i u d l n gs p e c i a l
i s n a R g e r n o i i t s ,a ss p e a f i e dI n t h e« t o ! lL a l > i x i : f
P o H c yf t rw c M i M n-n t e f f m so fw o r t s e s s .

b ) E n w n ' n f la p p f « ^ » a S at e p i s l a t s o n ,i n d u d i f l gt » f o H o w I n ^
( T » e a « i i r * 8Mp r e p w t x i« B M< * *l ^ w u rP e f i c y ,

O h f e« t e c tt ot e e1 1 0C o n v a n t N O n1 8 0 r a t i f i e d
b y f W t i s t a nI n 2 0 0 1 S ^ e n a c M i ga l a wt o» r « u f »
« q u a lf w n u d w a t j o nf i > rm e na n aw t x n e nt o r w o *
o f s t p a lv a f a e .

U n d e r t a k en w a s u w st om a k ew o t *f r f a e e s
e e r t d u d wf i s rw o m e nv w t o r ss at w y 'c a nw o *

: ' « i r W K M 4f e a ro f d t o c n m h w i o na n dh » « s s m « » t .

à " E n « « - af e w - a r i dg i J d » i i « » 8t op w i v s d ap w i e e t t o B
a g a i n s ts e x u a lh a r a s s m e n ta i t 1 - *w o r k p i a c ea n d
r e i i a f / r e m o d yi n c a s e sw h a r ei t o c c u r s .

* P r s R r f A ' r s g^ s a e i a io o u r M wf e fv « w » t ii n6 « s j * p f * i * u r i ^0 1 1 *t oM t t o ta n de » ^ « a sf e « . f «
J o ^ t e t S i s t hl h a i rc w ns n ^ i i - s c a l ae n i t e r p r t s e s .



WEKMFN

aj Rtaoogflizmg, ceufsbng and making visifete wwnen'n rta> aeononx
contribution and productivity in both the formal and informal
saetors of the economy in national acononsc imtieaacs.

b) Fowwly rsoognizing womenwotting in the rural economy aati 8h
infoimai sector a* wort«SfS«Ki talwng mesawes to ensure fwsaMtij
and sa% conditions of work.

睦
選
一
〓

sustainable development
MaiiUitrttng natural resouroas tosustain IweijftoofiS K9m faralBrawilaS prtneij
of sustainable devetopmenl, Pakistan's retuial resoyrse base is rapidly
depleting due *o POOf nianagament anci ewwuta *wj negeiively impadirK
women in the praam, jwtteuiarty wrat wmw, whoifepeniS on 81* ava&l
naSitfal wsourcss <watec taM. <o*te, h»te} tor <rf»̂ Swir <an-«ltes iiwlho
needs. Urgent measures a» th»6fo» f̂ sjuifwi in 8>is awa:

a ) indkjdiiria women from ihw tters <rf local gov*mf»»nt to th» «»S'O5ai

bj M»«da!3r>- asssssmeriJ of th« i mpact of ttev«toprt»»i and env»-jr,aw
ptcpcm, pfog«mm̂ i and polides on woman..

c) PnvKSng traifsSrtS-, sWfe anrf infefmofei (o women si ram»â reswun
munagamwst including sott conswwton, *aler, fŵ ay. margro*
and rat̂ eJand msnagit inant.

o> Affirmlftsj »nd swĵ oihfog 8»e.pol*cie$ anil piifsciptes rdaled to «unn
enunciatoi by tN» HawbM Coris«v«Jion Siratsgy and th« Pr0'«cj
Con«rvation Sfrategtes of NWFP and Satehisten.

a| HigWigfenng the stose a«k between vKmen and (he environnwrn
irtiKjgh ŝ apertB <«d Mafcg reataith In o«te- to<tewk» appref*
pr̂ jramnws and policies to â dwss wom«'* neads In Shis sactor;

medtoww, natural msouK» msn̂ pfnani psadiises, local texts an
food pmserfvatwo tBch»«qu«s..

à"power & decision maKiny
Apo$r6v0 step in this t&vetion has been taken by She pmsort Government
through-the MroduoBoB o* ttw feswvaston of 33% ««»» in the toeal wu«tafs
onibs bssfe of join! and dBwe! elecUwss and more (tan twkse (ho number of
»s«fv»?j »ats for women at She rational sue p<winda! tev̂ s. The foHowmg
askiifenal key nrteasures »f« to t» a<l«̂ ted:

a} Ensuring effective trnplwrwntation of ftxisllftg- previews.

Is) Rewowng hurdles to women's poMcaS jsartkajwiton by effeclka
iinpteiwfiiisfeffi «l exteSr̂ tegrt provistois, and by mmowg

c) S»'er̂ th«j(r̂ women in potifcal deciston nŵ ng poaiWons Ssy pnwusng
SrsWng sup̂ *Sor\/*uipp«1 ana cteftrfeg iheir auftority and through
»»3a0«8 »*> wli«ŝ i«»s in too davaiopnwtt ci gawte »q«ai% sn
d»eiston-fflakin0, à" '

dj Mactdasmg the irrtusfcw of wwen through merit 0 all ŵittewnsking

family, community and *ocs«ly. itidydiftg on important gtobai issu*s
Hrifi*}-» JPWIKW, conSct, f««>fu8ofi ami preservation of a
sudsifiaSte envtenmsnt,

Note: At! measures otrttinad (above tec ft* sodal, isc»nom»G arrf pofeeai
e«npow««»er« of -women WI 't0*0t. ®(0 to*Se«ty IWJBMMI, women ar4 gris



POLICY

t mptomwffiattet*of She natiorsaS jx4cy for.^Wrfeiwwnt«nd (mpowprrwirtof
womenwiii be the »«ponsib8%:af Sw-QOP^wugh its fine Minteirte* and
Prov incial Ddpa rtnurras.

instiILIiionat Arrangements/
Mectisnisrns.

MoWO

The MiniMry of WomenD«y»!Gf»m«nf {MoWDJ was estsbi^wd vnSt a cwar
mandate of forwuiafing poSekw and Jo recemn^osi tegfstetion to m»et 8w
specific raeetis of '*x»fien aeaft^ an adequate infrastructure (0 imptoswrtthe
HabMWlPolicy tor Woffseo"*0«vabpnw ns a«S E-mfsovwrm^nwit! nesessitate
funcftonwig of a strong and nsvjtaSzed fcfewslry for Women'sDevetoprwint Tht«
Mints-try wii! to provtdWjsuffictenthuR<afi arid firssnaal reaourcos »» order to
由滴感鹿磯如郡部糎銅機軸瀾郡鱒細噺媚油滴甑噛一触軌鎧

椿
筆
書
－
N

’∴
fccai machinwy.MoWDwi8 be' strwgftaned 'a«J structured to ensure e8eciva
gender fwinstwasnin^ as all tevete. The MoWDwWregularly brt»( Cabinet on
progressof frnptornentation c< policy and featiia'ss gc-rider sensi&abon are)
traJnsiQ programmes<wail olher Ministries. WomenCteveSopnMtnt CSepartnwnt*
<¥»ODs) as provincial 4 d«trid s*veh>, to <toIf* «arae

MoWD«l «w»as tw repos^oty ot Wosroatw«sn^wow»f!and wi8 ntes*f»re*u>
the same through Irntowsw8h vanowres0tin:h and aca«ie<T(:te instiSatiOM,
In particular. Uoivvsliy oas»d Ws*menStudy Departments ,

NCSW

Ths w*e of )*«;.' Naftwwi Co«nm«sior> at fesStatus of WomenINCSWi w»i! 66
as st^uifllee! in Ortttmee NO. XXVi of ax» paras 7*-f

Coord!nation
.ASthe naixtna) fow( machinery/pcwis, MoWOwilt ftjve linkages with oiftw *'i«
rwraMnesat Fadwsi tevet Si?ajgn destgrrated focaS points. At fte provincud
and disWet te>*ls, MoWDwScsatSfOe ifflptewsffeikmttfoup teoepartwents
ana through desg*sa!fld foeai sjwnte ol other Mn»departro»ts including (oca!
government !t ww *so fsBiSitatt impleffleniatiori Ssraigh pubfie.' fwvate »cto
eoottfcnatiw* itwefisjiiain «speoaly with NGOs,

FtK 0«ffiA0n0t*i>pact (rf effectsw poDcy imj^wnwiiatiw!, MoVVDwill cowdwaw
wish ttw Fedetai 8ute®« ot StaSstks, t«»areh wa a»«J«n«c tastitutions, to
w«sw«c«!«;tonof accurate wftwmHttxt,sfesegregshrfby gecxtor, sge, socio-
economic class an-d rsgson and is analysis Dy r*h»vant »gend*s.

Monitoring
As the faca! Ministry and focal tfepsrwents, ^w MOWOami iha WDDswtt
be Sw prinw»y mjniwong, tevww& oewrdimslinij S^ies.

卜てワI－l亀ニヽニ＼■l：■＼irlり　い．　二＝　二、・一丁　l‘・■l



E -1. 1998 District Census Report fc/K^ tl%> Lakki Marawat SPCQzfej

Lakki Marawat
Mean Monthly Temperature, Precipitation and Relative Humidity, 1 961-90

Mean Temperature (°C) Precipitation Relative
Month Maximum Minimum (millimeters) Humidity (%)
January 20.3 4.2

February
March
April
May
June
July
August
September
October

22.1 7.3

26.9 12.9

33.5 1 8.5

38.8 23.1

41.5 26.8

38.5 26.9

37.4 26.4

36.7 23.8

33.3 1 7.3

November 27.7 1 0.5
December 21.9 5.3

1 0.0 59.2

1 7.5 55.8

34.8 55.6

21.7 45.7

1 7.2 36.8

14.4 41.9

60.8 59.7

57.5 64.5

17.6 57.6

4.8 53.1

2.1 57.9

10.6 61.6

Annual 31.5 1 6.9 268.7 54.0

Lakki Marawat
Population and Intercensal Increase and Growth Rate since 1951
Description 1951 1 961 1972 1981 1998

Population
(in OOO's)

Intercensal Increase
(per cent)
Average Annual
Growth Rate (per cent)

1 14 149

30.7

2.7

217

45.6

3 .3

288

32.7

3 .4

490

70.1

3.2

Lakki Marawat
Literacy Ratio Sex and Rural/Urban Areas, 1981 and 1998

1 981 1998
Area Both .. . ._ . Both .. . ._ .

0 Male Female 0 Male FemaleSexes Sexes
All Areas 1 4.3 25.4 1.9 29.7 50.3 8.6

Rural 1 3.3 24.0 1.3 27.5 48.4 6.4

Urban 27.5 42.8 1 0.4 48.8 66.6 29.3

E．支援対象FSCに係る主要統計値



Lakki Marawat
Percentage of Employed Population by Industry and Rural/Urban Areas, 1 998

Industry
Agriculture, Forestry, Hunting and Fishing
Mining and Quarrying
Manufacturing
Electricity, Gas and Water
Construction
Wholesale and Retail Trade and Restaurants and Hotels
Transport, Storage and Communication
Financing, Insurance, Real Estate and Business Services

Community, Social and Personal Services
Activities not Adequately Defined

All Areas
48.3

0.2

1.9

1.1

13.6

9.1

6.8

0.3

18.2

0.5

jan7.
7

3.0

0.

9

6.

3

1.

0

8.

2

0.

9

1.

5

0.

5

Urb

2

2

3

Lakki Marawat
Land Use Pattern, 1997-98

Land Utilization Status Area (in hectars)
Total Area
Cultivated Area
-net sownarea
-current fallow

Un-cultivated Area
-wastearea
-forest area
-not available for cultivation

314,990

1 80,350

145,561

34,789

1 34,640

43,293

91,347

Lakki Marawat
Acreage and Production of Major Crops, 1998-99
Crop Area in hectars Production in Tonnes

Irrigated Un-lrrigated Total Irrigated Un-Irrigated Total
Maize
Rice
Jowar
Bajara

5,504
125
467

27

Sugarcane 494
Wheat 23,214
Gram 1 ,303
Barley 1 14

95 5,599 8,691
125 191

1 87 654 306

45 72 17
494 1 8,900

58,929 82,1 43 43,428
45,443 46,746 698

129 243 72

57 848

191
106 412

25 42
1 8,900

36,966 80,394

15,511 16,209
34 106



E -2. 1998 District Census Report MTK$ tl& Swabi SP<£>=£!

Swabi
Mean Monthly Temperature, Precipitation and Relative Humidity, 1 961-90

Mean Temperature (°C) Precipitation Relative
Month Maximum Minimum (millimeters) Humidity (%)
January
February
March
April
May
June
July
August
September
October
November
December

2.0

5.1

9.9

15.1

20.0

24.9

26.3

25.4

22.1

14.5

7.3

2.7

35.4

53.2

80.2

46.6

26.2

18.3

113.4

125.8

39.9

13.8

15.7

28.9

Annual 29.6 1 4.6 597.6 60.1

Swabi
Population and Intercensal Increase and Growth Rate since 1951
Description 1 951 1 961 1 972 1 981 1 998
Population
(in OOO's)
Intercensal Increase
(per cent)
Average Annual
Growth Rate (per cent)

2 72 333 5 08 6 25 1027

2 2.4 52.6

2 .0 3 .7

2 3.0 64.3

2 .5 3.0

Swabi
Literacy Ratio Sex and Rural/Urban Areas, 1981 and 1998

1 981 1998

Area Both
Sexes

Male Female Both
Sexes

Male Female
All Areas 1 4.9 25.2 4.4
Rural 1 4.8 24.9 4.3
Urban 1 6.6 28.2 4.9

36.0

34.5

4 3.4

54.0

52.5

6 1.0

18.3

16.7

25.5



Swabi
Percentage of Employed Population by Industry and Rural/Urban Areas, 1 998

All Areas Rural
55.8 59.1

Urb 4(jan0.
6

5.2

0.

2

6.

1

5.

3

6.

6

0.

6

4.

5

0.

9

Industry
Agriculture, Forestry, Hunting and Fishing
Mining and Quarrying
Manufacturing
Electricity, Gas and Water
Construction
Wholesale and Retail Trade and Restaurants and Hotels
Transport, Storage and Communication
Financing, Insurance, Real Estate and Business Services
Community, Social and Personal Services
Activities not Adequately Defined

1

1

2.40.
4
4.9

8.
2

4.

3

0.

3

2.

9

0.

8

1

1

1.90.
4
4.6

6.
6

3.

8

0.

3

2.

6

0.

7

1

1

1

Swabi
Land Use Pattern, 1997-98

Land Utilization Status Area (in hectars)
Total Area
Cultivated Area
-net sown area
-current fallow

Un-cultivated Area
-wastearea
-forest area
-notavailable for cultivation

148,689

87,036

74,31 7

12,719

61,653

26,672

26,500

8,481

Swabi
Acreage and Production of Major Crops, 1998-99
Crop Area in hectare Production in Tonnes

Irrigated Un-Irrigated Total Irrigated Un-Irrigated Total
Maize 32,480
Rice 842
Jowar 267
Sugarcane 4,383
Groundnut 370
Wheat 25,904
Barley 268
Rape and
Mustard

1 38 1 ,382

37,526 70,863
842 1 ,429
540 203

4,383 1 80,334
4,062 81 1

57,356 52,1 1 1
1,142 467

1 ,520 94

7,51 3 78,376
1 ,429

68 271

- 180,334
5,007 6,71 8

35,340 874,51 1

85 1,320

774 868
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Lower Dir
Mean Monthly Temperature, Precipitation and Relative Humidity, 1 961-90

Mean Temperature (°C) Precipitation Relative
Month Maximum Minimum (millimeters) Humidity (%)
January
February
March
April
May
June
July
August
September
October
November
December

-2.4

-1.3

3.1

7.7

ll.6

15.7

19.3

18.5

13.6

7.6

2.6

-0.9

111.4

172.6

242.2

167.9

88.1
51.3

1 45.8

159.8

81.8

53.7

50.7

90.8

Annual 22.6 7.9 141 5.9 65.9

Lower Dir
Population and Intercensal Increase and Growth Rate since 1972
Description 1 961 1 972 1 981 1 998
Population
(in OOO's)
Intercensal Increase
(per cent)
Cumilative Increase
(per cent)
Average Annual
Growth Rate (per cent)

2 77.48 404.84

45.90

45.90

4 .57

717.65

77.27

1 58.63

3.42

Lower Dir
Literacy Ratio Sex and Rural/Urban Areas, 1981 and 1998

1 981 1998

M ale Female ^ Male
Sexes

1 6.9 2.8 29.9 48.8

1 6.9 2.8 29.0 47.9

43.5 60.5

Female

TIs
ll.5

24.1

Area Both
Sexes

All Areas 10.2
Rural 1 0.2
Urban -



LowerDir

PercentageofEmp［oyedPopurationby［ndustryandRural／UrbanAreas，1998

Industry A＝Areas Rural Urban

Agricu托ure，Forestry，HuntingandFishing

MiningandQuarrying

Manufacturing

EJectric江y，GasandWater

Construction

45．8

2．0

19．1

WholesaleandRetaiITradeandRestaurantsandHoteIs　　　　　9．2

TransporもStorageandCommunication　　　　　　　　　　　4．5

Financin＆hsurance，RealEstateandBusinessServices

Commun托y，Socia［andPersonalServices　　　　　　　17．3

Activ出esnotAdequateryDefined

N．D N．D

N．D N．D

N．D N．D

N．D N．D

N．D N．D

N．D N．D

N．D N．D

N．D N．D

N．D N．D

N．D N．D

PreparedfromdescriptionintheDistrictCensusReport

LowerDir

Land Use Pattern．1997－98

LandUtiIizationStatus Area（inhectars）

TotalArea

Curtivated Area

－net SOWn area

－Currentfa”ow

TotaJCroppedArea

Area Sown morethan once

Un－CuItivatedArea

－WaSte area

－forestarea

－nOtaVaiIablefbrcukivation

8，000，364

51，305

41，866

9，439

65，440

23，574

29，059

25，360

1，100

2，599



E－4．1998DistrictCensusReportに示されるNowshera郡の主要統計値

Nowshera

MeanMonthlyTemperature，PrecipitationandReJativeHumjdity，196卜90

MeanTemperature（Oc）Precipitation Relative

Month Maximum Minimum　（miJ［imeters）　Humid托y（％）

January　　　　17．9

Februarγ　　　　19．2

March　　　　　　　23．8

Apri1　　　　　　30．3

May　　　　　　　3．6
June　　　　　　　　41．5

Juレ　　　　　　　38．5

August　　　　　36．2

September　　　35．6

0ctober　　　　　　31．7

November　　　　25．4

December　　　　19．3

2．1

5．1

9．9

15．1

20．0

24．9

26．3

25．4

22．1

14．5

7．3

2．7

35．4　　　　　　69．3

53．2　　　　　　67．5

80．2　　　　　　67．1

46．6　　　　　　56．4

26．2　　　　　　39．4

18．3　　　　　　36，0

113．9　　　　　　55．4

125．8　　　　　　66．4

39．9　　　　　　60．1

13．8　　　　　　60．3

15．7　　　　　　67．9

28．9　　　　　　　73．3

AnnuaI　　　　　　29．6　　　　　14．6　　　　　597．6　　　　　　60．1

Nowshera

PopulationandIntercensa［IncreaseandGrowthRatesince1951

Descrわ扇on　　　　　　　1951　　1961　　1972　　1981　　1998

Population

（inOOO’s）

TntercensalIncrease

（percent）

AverageAnnuaI

GrowthRate（percent）

223　　　　277

24，2

2．2

411　　　538　　　　874

48．4　　　　30．9　　　　62．5

3．4　　　　3．2　　　　2．9

Nowshera

L托eracyRatio SexandRuraVUrbanAreas，1981and1998

1981　　　　　　　1998

Area　　農　Male Fema・e　慧　Male Fema・e
A）［Areas　　　　23．8　　　36．8　　　　8．7　　　　42．5　　　60．6　　　22，7

Rura1　　　　　16．2　　　27．1　　　4．9　　　　37．6　　　56．5　　18．1

Urban　　　　　　43．5　　　58．1　　　21．2　　　　55．6　　　70．4　　　36．6



Percentage of Employed Population by Industry and Rural/Urban Areas, 1 998
All Areas

25.1

0.1

3.1

0.6

23.5

Rural
32.3

0.1

3.3

0.6

26.4

9.8

8.7

0.3

17.4

1.1

>an8.
0

2.7

0.

7

6.

8

1.

5

4.

7

0.

8

3.

5

1.

3

Urb
Industry
Agriculture, Forestry, Hunting and Fishing
Mining and Quarrying
Manufacturing
Electricity, Gas and Water
Construction
Wholesale and Retail Trade and Restaurants and Hotels 1 3.3
Transport, Storage and Communication 7.5
Financing, Insurance, Real Estate and Business Services 0.5
Community, Social and Personal Services 25.2
Activities not Adequately Defined 1.1

1

2

4

Nowshera
Land Use Pattern, 1997-98

Land Utilization Status Area (in hectars)
Total Area
Cultivated Area
-net sownarea
-current fallow

Un-cultivated Area
-wastearea
-forest area
-not available for cultivation

1 69,479

52,536

30,095

22,441

1 16,943

47,135

9,120

60,668

Nowshera
Acreage and Production of Major Crops, 1998-99
Crop Area in hectare Production in Tonnes

Irrigated Un-Irrigated Total Irrigated Un-Irrigated Total
30 ll,279

59
5,685
1 ,408

25,31 0
884

64

652
616

Maize 1 1 ,249
Rice 59
Sugarcane 5,675
Groundnut 68
Wheat 1 6,354
Barley 487
Onion 64
Potato 652
Garlic 61 5

36 23,375

152
400 274,899

2,893 2,972
ll,691 47,719

419 1,152

575
7,744

10 7,667
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Abbottabad
Mean Monthly Temperature, Precipitation and Relative Humidity, 1 961 -90

MeanTemperature (°C) Precipitation Relative
Month Maximum Minimum (millimeters) Humidity (%)
January
February
March
April
May
June
July
August
September
October
November
December

1.8

2.9

6.9

ll.4

15.5

19.7

20.1

19.3

16.8

1 2.0

7.2

3.5

64.8

113.6

142.3

111.8

81.6

85.3

258.3

261.3

96.9

56.9

31.9

61.5

Annual 22.8 1 1.4 1 366.2 56.0

Abbottabad
Population and Intercensal Increase and Growth Rate since 1951
Description 1 951 1 961 1 972 1 981 1 998
Population
(in OOO's)

Intercensal Increase
(per cent)
Cumilative Increase
(per cent)
Average Annual
Growth Rate (per cent)

3 19 354

ll.0

10.97

1.1

525 648 881

48.3 23.4 36.0

64.58 103.13 176.18

3.4 2.5 1.8

Literacy Ratio Sex and Rural/Urban Areas, 1981 and 1998
1 981 1998

Area Both .. . ._ . Both .. . ._ .
0 Male Female 0 Male FemaleSexes Sexes

All Areas 28.0 43.5 1 1.2 56.6 74.5 39.1

Rural 23.3 39.2 7.3 51.9 71.3 34.2

Urban 53.9 63.3 39.0 76.7 85.7 64.7



Abbottabad
Percentage of Employed Population by Industry and Rural/Urban Areas, 1998

Industry All Areas Rural Urban
Agriculture, Forestry, Hunting and Fishing
Mining and Quarrying
Manufacturing
Electricity, Gas and Water
Construction
Wholesale and Retail Trade and Restaurants and Hotels
Transport, Storage and Communication
Financing, Insurance, Real Estate and Business Services
Community, Social and Personal Services
Activities not Adequately Defined

19.1

17.3

14.1

9.9

29.9

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D

N.D
N.D

N.D

Prepared from description in the District Census Report

Abbottabad
Land Use Pattern, 1997-98

Land Utilization Status Area (in hectars)
Total Area
Cultivated Area
-net sownarea
-current fallow

Total Cropped Area
Area Sown morethan once
Un-cultivated Area
-wastearea
-forest area
-not available for cultivation

1 78,401

63,372

52,472

1 0,900

61,396

8,924

1 15,029

12,586

83,201

1 9,242

Abbottabad
Acreage and Production of Major Crops, 1998-99

Crop
Area in Production PerAcre
hectars in Tonnes Yield in Kg

Wheat 1 5,638
Maize 35,278
Rice 23
Jawar 39
Bajra 6
Barley 679

19,591 1 ,253
39,372 1,1 16

29 1 ,248
34 872

3 500
605 981


	表紙
	はじめに
	調査対象地域位置図
	写真
	目次
	1.　パキスタン・イスラム共和国の概況
	1.1 一般概況
	1.2 農業概況
	1.3 開発計画・政策
	1.4 貧困問題
	1.5 ジェンダー
	1.6 我が国の開発協力実施状況

	2. 北西辺境州農業支援センター強化計画（農村女性活動支援）
	2.1 案件名称変更の経緯
	2.2 計画の背景
	2.3 調査地域の概要
	2.4 計画の概要
	2.5 総合所見

	別添資料
	Å. 調査工程及び調査団員略歴
	B . 主要面談者リスト
	C . 収集資料リスト




